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藻類の専門家を紹介して下さったので、その方にこれ

らの写真をメールで送付し、鑑定をお願いしました。

すると、「藻体の様相と最終枝の形態からおそらく

Nitella pseudoflabellata（ホンフサフラスコモ）あ

たりの種かと思われますが、解像度的になかなか難し

いです」というお返事が返ってきました。フラスコモ

の同定には、小枝の分岐回数、最終枝（先端の枝）の

細胞数、結実枝（生殖器がつく枝）が分化するかどう

かなどを、ルーペや顕微鏡を使って確認する必要があ

ります（笠井・石本 2011: 1）。写真ではきちんと同

定できなかったのは、そのためです。 

それから、フラスコモを水槽で繁茂させている点に

ついて、専門家から「水槽内でここまで繁茂させるの

は難しいので興味深いところです」というコメントも

頂きました。なぜこのフラスコモが、我が家の水槽を

気に入ってくれたのかは全くわかりません。 

フラスコモ属の藻類は地域固有種が非常に多く、し

かもそのほとんどが環境省レッドリストの絶滅危惧

Ⅰ類とされています。フラスコモが生育している環境

の調査と保全は、急務であると言えます。 

 

今回、私が琵琶湖とその周辺で出会えた水草は、ほ

んの一部に過ぎません。センニンモとササバモないし

エビモとの交雑種とされる琵琶湖固有種サンネンモ

Potamogeton biwaensis、センニンモとヒロハノエビ

モの交雑種であるヒロハノセンニンモ Potamogeton 

leptocephalus、シダ植物に近縁な小葉植物のミズニ

ラ Isoetes japonica など、分類学的に興味深い水草た

ちとはまだ巡り合えていません。今後も気長に、琵琶

湖やその周辺での水草探しを続けるつもりです。 
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▲先端部の拡大写真 

▲水槽で繁茂するフラスコモ 


